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寺
川
眞
知
夫
著

『
日
本
国
現
報
善
悪
霊
異
記
の
研
究
』

　
本
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了
生
で
あ
る
著
者
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
中
か
ら
、

『
日
本
霊
異
記
』
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
ま
と
め
ら
れ
た
論
文
集
で
あ
り
、

神
戸
大
学
に
出
さ
れ
た
学
位
請
求
論
文
で
も
あ
る
。

　
本
書
に
は
、
九
頁
の
詳
細
な
目
次
が
あ
り
本
書
の
内
容
を
一
覧
で
き
る
の
で

ま
ず
そ
れ
を
示
す
。
形
式
は
紙
幅
の
関
係
で
変
え
て
い
る
。

序
章
　
『
霊
異
記
』
研
究
の
視
点

　
第
一
節
『
霊
異
記
』
研
究
の
視
点
／
一
『
霊
異
記
』
説
話
と
文
学
性
の
問

　
題
／
二
景
戒
の
文
学
意
識
／
三
仏
教
と
文
学
に
つ
い
て
の
一
つ
の
見
解
／
四

　
『
霊
異
記
』
研
究
の
視
点

第
一
章
『
霊
異
記
－
概
観

　
第
一
節
上
代
説
話
の
流
れ
と
『
霊
異
記
』
の
説
話
／
一
上
代
説
話
の
範
囲

　
／
二
歴
史
書
の
説
話
／
三
風
土
記
の
説
話
／
四
社
寺
縁
起
／
五
家
伝
と
僧
伝

　
／
六
『
霊
異
記
』
の
説
話
世
界
一
－
固
有
伝
承
と
か
か
わ
る
説
話
　
２
外
来

　
説
話
を
受
容
し
た
説
話
　
３
特
定
の
典
拠
を
も
た
な
い
説
話
　
４
『
霊
異

　
記
』
に
つ
い
て
の
ま
と
め
一
　
＊
第
二
節
序
文
・
文
体
・
説
話
配
列
か
ら

九
〇

　
み
た
『
霊
異
記
』
／
一
は
じ
め
に
／
二
景
戒
の
意
図
し
た
『
霊
異
記
』
／
三

　
文
学
的
表
現
へ
の
留
意
／
四
説
話
配
列
と
『
霊
異
記
』
／
五
お
わ
り
に

　
＊
第
三
節
　
神
話
・
説
話
・
物
語
１
『
霊
異
記
』
と
『
伊
勢
物
語
』
の
人
の

　
食
わ
れ
る
話
１
／
一
は
じ
め
に
／
二
中
巻
第
三
十
三
縁
の
神
話
的
理
解
の
問

　
題
／
三
食
人
鬼
と
外
来
伝
承
／
四
『
伊
勢
物
語
』
第
六
段
と
関
連
説
話
／
五

　
お
わ
り
に

第
二
章
　
固
有
伝
承
と
仏
教
説
話
の
出
合
－
道
場
法
師
系
説
話
－

　
第
一
節
捉
雷
縁
と
仏
教
的
意
味
／
一
は
じ
め
に
／
二
非
仏
教
説
話
と
仏
教

　
的
意
義
／
三
氏
族
伝
承
の
改
変
／
四
神
の
没
落
を
説
く
話
／
五
お
わ
り
に
／

　
付
少
子
部
氏
の
伝
承
　
＊
第
二
節
氏
族
伝
承
の
変
容
／
一
は
じ
め
に
／

　
二
狐
女
房
の
正
体
を
暴
く
者
／
三
狐
と
犬
の
葛
藤
す
る
狐
女
房
謹
／
四
上
巻

　
第
二
縁
の
表
現
／
五
氏
族
伝
承
的
表
現
の
性
格
　
＊
第
三
節
　
道
場
法
師
伝

　
の
形
成
／
一
は
じ
め
に
／
二
各
段
の
形
成
／
三
道
場
法
師
像
の
形
成
と
名
前

　
／
四
道
場
法
師
課
の
形
成
者
　
＊
第
四
節
　
尾
張
国
の
力
女
伝
承
／
一
は
じ

　
め
に
／
二
中
巻
第
二
十
七
縁
と
尾
張
国
／
三
尾
張
力
女
伝
を
支
え
た
人
々
／

　
四
中
巻
第
四
縁
の
周
辺
／
五
力
女
謂
の
蒐
集
と
定
着

第
三
章
　
外
来
伝
承
の
土
着

　
第
一
節
亀
報
恩
謂
の
土
着
／
一
は
じ
め
に
／
二
亀
報
恩
の
典
拠
／
三
亀
報

　
恩
課
の
土
着
　
＊
第
二
節
　
武
蔵
国
に
お
け
る
外
来
伝
承
の
受
容
／
一
は
じ

　
め
に
／
二
中
巻
第
三
縁
と
『
雑
宝
蔵
経
』
／
三
防
人
制
度
と
の
か
か
わ
り
／
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四
下
巻
第
七
縁
と
孫
敬
徳
伝
／
五
中
巻
第
九
縁
の
形
成
／
六
お
わ
り
に

　
＊
第
三
節
　
落
盤
事
故
か
ら
の
救
出
／
一
は
じ
め
に
／
二
外
来
伝
承
の
受
容

　
基
盤
／
三
採
鉄
と
観
音
信
仰
／
四
熱
下
人
と
下
巻
第
十
三
縁
の
観
音
信
仰
／

　
五
知
識
経
の
意
味
／
六
お
わ
り
に
　
＊
第
四
節
大
安
寺
関
係
説
話
／
一
は

　
じ
め
に
／
二
大
安
寺
関
係
五
説
話
の
検
討
／
三
大
安
寺
の
修
多
羅
衆
／
四
中

　
巻
第
二
十
四
縁
の
形
成
事
情
と
意
図
／
五
大
安
寺
関
係
説
話
と
景
戒
　
＊
第

　
五
節
　
仏
像
霊
異
謹
の
伝
来
と
変
容
／
一
経
典
等
の
仏
像
霊
異
伝
承
／
二
御

　
衣
木
の
霊
異
／
三
火
災
か
ら
逃
げ
出
す
像
／
四
苦
し
み
の
声
を
あ
げ
る
像

第
四
章
仏
教
説
話
形
成
の
場
の
広
が
り

　
第
一
節
　
蟹
報
恩
謂
の
形
成
／
一
は
じ
め
に
／
二
類
話
の
問
題
／
三
昔
話
お

　
よ
び
二
話
の
先
後
関
係
／
四
中
巻
第
十
二
縁
の
性
格
／
五
中
巻
第
八
縁
の
性

　
格
／
六
お
わ
り
に
　
＊
第
二
節
説
話
と
事
実
／
一
は
じ
め
に
／
二
真
道
の

　
任
官
と
解
状
発
見
／
三
施
咬
僧
都
の
周
辺
／
四
火
君
の
解
状
と
防
人
／
五
古

　
麻
呂
の
法
会
と
説
話
化
　
＊
第
三
節
　
方
広
経
の
霊
験
／
一
は
じ
め
に
／
二

　
『
方
広
経
』
の
実
体
／
三
下
巻
第
四
縁
の
分
析
／
四
景
戒
と
下
巻
第
四
縁
／

　
付
　
老
僧
観
規
は
私
度
僧
か
　
＊
第
四
節
　
経
が
魚
に
化
す
話
／
一
は
じ
め

　
に
／
二
下
巻
第
六
縁
形
成
の
意
図
／
三
『
三
宝
絵
』
の
受
容
／
四
『
今
昔
物

　
語
集
』
の
受
容
／
五
お
わ
り
に

第
五
章
景
戒
の
教
養
と
思
想
と
信
仰

　
第
一
節
　
景
戒
と
外
教
／
一
は
じ
め
に
／
二
上
巻
序
文
と
儒
教
／
三
上
巻
第

　
二
十
五
縁
と
儒
教
的
教
養
／
四
政
治
的
事
件
の
歴
史
的
記
述
と
景
戒
の
教
養

　
／
五
儒
教
的
教
養
と
『
霊
異
記
』
　
＊
第
二
節
　
景
戒
と
表
相
／
一
は
じ
め

　
に
／
二
表
相
の
用
語
／
三
表
相
へ
の
関
心
と
そ
の
契
機
　
＊
第
三
節
　
景
戒

　
の
夢
解
と
仏
性
の
認
識
／
一
は
じ
め
に
／
二
一
閲
提
の
断
滅
／
三
夢
解
と
自

　
己
の
仏
性
認
定
／
四
お
わ
り
に

あ
と
が
き

紙
幅
の
制
限
か
ら
見
に
く
い
、
目
次
の
紹
介
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
専
門
と

す
る
方
が
一
覧
す
れ
ば
、
著
者
が
論
じ
よ
う
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
明
ら
か
に
な

る
詳
細
な
目
次
と
な
っ
て
い
る
。

　
著
者
は
、
土
橋
寛
氏
の
指
摘
さ
れ
る
「
個
人
の
意
識
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
た

現
実
的
な
驚
き
の
文
学
」
を
説
話
の
基
本
的
な
性
格
と
し
て
考
え
ら
れ
、
『
霊

異
記
』
は
「
ま
だ
仏
教
が
浸
透
し
き
っ
て
い
な
い
な
か
で
、
不
信
者
を
相
手
に

仏
教
信
仰
に
導
く
こ
と
を
狙
っ
て
説
か
れ
た
」
（
第
四
章
第
二
節
）
、
「
あ
く
ま

で
仏
教
説
話
集
で
あ
り
、
神
話
集
で
も
伝
説
集
で
も
な
い
。
氏
族
伝
承
も
説
話

と
し
て
扱
わ
れ
、
改
変
を
受
け
て
」
い
る
の
で
あ
り
、
〈
ア
ヤ
シ
Ｖ
の
世
界
を

充
実
さ
せ
る
も
の
も
「
基
本
的
に
は
仏
教
的
意
図
を
放
棄
し
た
う
え
で
の
こ
と

で
は
な
か
っ
た
」
（
第
二
章
第
一
節
）
と
一
言
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
、
『
霊
異
記
』
に

対
す
る
著
者
の
基
本
的
な
姿
勢
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
ま

た
、
景
戒
の
直
接
的
な
教
化
の
対
象
者
は
『
霊
異
記
』
を
手
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
知
識
層
で
あ
り
、
説
話
の
配
列
を
先
例
の
あ
る
類
纂
法
を
と
ら
ず
に
、
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
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撰
時
点
で
の
時
代
配
列
の
方
法
を
と
っ
た
の
は
、
日
本
の
「
仏
教
霊
異
史
」
を

意
識
し
た
も
の
と
さ
れ
る
（
第
一
章
第
二
節
）
。
そ
し
て
表
相
の
理
念
に
よ
っ

て
説
か
れ
た
下
巻
第
三
十
八
縁
は
、
そ
の
「
仏
教
霊
異
史
」
と
し
て
の
完
結
性

を
「
崩
し
か
ね
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、
説
話
集
と
し
て
の
性
格
を
豊
か
に

す
る
契
機
を
な
し
た
も
の
と
評
価
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
」
（
第
五
章
第
二
節
）

と
言
わ
れ
る
。

　
第
二
章
か
ら
第
四
章
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
説
話
の
考
察
に
は
、
論
の
飛

躍
が
な
く
、
専
門
外
の
も
の
が
読
ん
で
も
そ
の
説
話
の
宿
し
て
い
る
問
題
点
が

分
か
り
や
す
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
「
各
節
が
、
そ
こ
で
論
じ
ら
れ
る
説

話
あ
る
い
は
テ
ー
マ
の
さ
な
が
ら
詳
細
な
研
究
史
と
も
な
っ
て
い
る
」
（
「
説
話

文
学
研
究
第
三
二
号
」
掲
載
の
薮
敏
晴
氏
書
評
）
か
ら
な
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
。
な
お
、
薮
氏
以
外
に
も
、
出
雲
路
修
氏
（
「
万
葉
」
一
六
二
号
）
、
多
田

一
臣
氏
（
「
国
語
と
国
文
学
」
七
五
巻
一
号
）
の
書
評
が
あ
る
。

　
（
和
泉
書
院
刊
、
平
成
八
年
三
月
三
〇
日
発
行
／
Ｂ
５
判
／
四
六
五
頁
／
一

三
三
九
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
浅
野
敏
彦
）

九
二

久
保
田
孝
夫
・
関
根
賢
司
・
吉
海
直
人
編

　
『
松
浦
宮
物
語
』

　
長
く
待
望
さ
れ
て
い
た
『
松
浦
宮
物
語
』
の
注
釈
書
が
、
よ
う
や
く
使
い
や

す
い
形
で
刊
行
さ
れ
た
。

　
十
二
世
紀
末
頃
の
成
立
と
さ
れ
る
『
松
浦
宮
物
語
』
は
、
広
く
そ
の
名
が
知

ら
れ
る
物
語
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
テ
キ
ス
ト
が
豊
富
に
揃
っ

て
い
た
と
は
言
い
難
い
。
利
用
し
や
す
い
翻
刻
の
数
も
少
な
く
、
注
釈
書
と
し

て
は
、
萩
谷
朴
氏
に
よ
る
角
川
文
庫
本
が
唯
一
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
角

川
文
庫
本
は
版
が
絶
え
て
久
し
く
、
古
本
す
ら
手
に
入
り
に
く
い
状
況
が
続
い

て
い
る
。
物
語
研
究
者
に
と
っ
て
、
信
頼
で
き
る
本
文
と
新
た
か
見
地
に
立
つ

注
釈
と
が
今
回
提
供
さ
れ
た
こ
と
は
、
喜
び
に
堪
え
な
い
も
の
が
あ
る
。

　
本
書
は
、
底
本
に
現
存
最
古
の
伏
見
院
衰
翰
本
を
用
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
の

物
語
の
伝
本
を
考
察
す
る
上
で
も
貴
重
な
本
で
あ
る
と
と
も
に
、
最
近
は
現
物

が
容
易
に
閲
覧
し
難
い
状
況
で
あ
る
と
灰
聞
す
る
中
で
、
資
料
的
価
値
も
大
き

な
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
本
書
で
は
、
巻
一
か
ら
巻
三
ま
で
の
本
文
を
全

部
で
五
三
の
章
段
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
見
出
し
を
付
す
。
見
出
し
は
多
く
四

字
句
の
体
裁
を
と
り
、
こ
の
物
語
が
拠
っ
て
立
つ
世
界
を
窺
わ
せ
る
。
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頭
注
も
ま
た
、
独
白
の
視
点
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
作
中
に
引
用
さ
れ
た
前

時
代
の
和
歌
、
物
語
、
漢
詩
文
を
指
摘
す
る
こ
と
は
従
来
よ
く
行
わ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
「
同
時
代
の
類
歌
、
類
似
表
現
を
掲
げ
る
こ
と
」
が
最

大
の
特
徴
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
古
代
の
物
語
の
在
り
様
を
ふ
ま
え
つ
つ
も
、

中
世
を
迎
え
よ
う
と
い
う
、
時
代
の
姿
が
立
ち
現
れ
る
注
釈
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
本
文
と
注
釈
の
作
成
は
、
「
松
浦
宮
物
語
輪
読
会
」
の
約
一
年
半

に
わ
た
る
活
動
の
成
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
二
十
余
人
で
章
段
を
分
担
し
、

討
議
を
経
て
練
り
上
げ
、
最
終
的
に
編
者
に
よ
っ
て
精
選
さ
れ
た
結
果
と
し
て

の
本
書
で
あ
り
、
視
野
の
広
さ
と
全
編
の
一
貫
性
と
を
兼
ね
備
え
る
こ
と
を
可

能
に
し
て
い
る
。
編
者
の
分
担
は
、
「
礎
稿
の
本
文
と
注
の
整
理
」
は
久
保
田

氏
と
関
根
氏
に
よ
る
も
の
で
、
巻
末
の
「
解
説
」
は
久
保
田
氏
が
、
「
研
究
文

献
目
録
」
は
吉
海
氏
が
担
当
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
「
解
説
」
と
「
研
究
文

献
目
録
」
と
を
合
わ
せ
見
れ
ば
、
現
時
点
の
研
究
状
況
が
ほ
ぼ
把
握
で
き
る
こ

と
に
な
り
、
大
変
便
利
で
あ
る
。

　
後
期
物
語
の
研
究
も
続
々
と
発
表
さ
れ
る
昨
今
、
『
松
浦
宮
物
語
』
研
究
の

一
層
の
進
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
の
環
境
が
一
」
う
し
て
整
備
さ
れ

始
め
て
き
た
。
し
か
も
、
ハ
ン
デ
ィ
な
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
本
書
の
登
場
は
、

若
い
研
究
者
が
手
元
に
備
え
る
上
で
も
有
り
難
く
、
更
に
研
究
の
裾
野
を
広
げ

る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
再
び
萩
谷
氏
の
校
注
で
『
松
浦
宮
物
語
全
注

釈
』
が
出
さ
れ
た
由
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
の
本
格
的
研
究
が
始
ま

ろ
う
と
す
る
中
、
い
ち
早
く
本
書
が
名
乗
り
を
挙
げ
た
功
績
は
大
き
い
。

　
（
翰
林
書
房
刊
、
平
成
八
年
三
月
一
五
日
発
行
／
Ａ
５
判
／
一
四
三
頁
／
一

八
○
○
円
）

加
美
宏
著
『
太
平
記
の
受
容
と
変
容
』

（
桑
原
も
と
子
）

　
本
学
教
授
加
美
宏
氏
の
、
『
太
平
記
』
享
受
史
を
め
ぐ
る
第
二
論
文
集
で
あ

る
。
前
著
『
太
平
記
享
受
史
論
考
』
（
一
九
八
五
年
　
お
う
ふ
う
）
で
は
『
太

平
記
』
が
成
立
し
た
十
四
世
紀
後
半
以
降
の
中
世
享
受
史
に
論
述
の
力
点
が
置

か
れ
て
い
た
が
、
本
書
で
は
十
八
世
紀
頃
ま
で
の
近
世
期
を
主
眼
と
し
て
い
る
。

　
本
書
は
次
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
著
者
の
『
太
平
記
』
観
を
論
じ
た

第
一
章
「
『
太
平
記
』
論
」
、
近
代
ま
で
の
『
太
平
記
』
の
受
容
と
評
価
の
歴
史

を
整
理
し
た
第
二
章
「
『
太
平
記
』
受
容
史
素
描
」
、
『
太
平
記
』
の
享
受
方
法

で
あ
る
「
読
み
」
と
い
う
口
承
活
動
の
変
遷
を
探
る
第
三
章
「
太
平
記
読
み
小

考
」
。
こ
れ
ら
総
論
的
な
諸
章
で
提
示
し
た
享
受
史
上
の
課
題
を
踏
ま
え
て
、

近
世
初
頭
に
籏
出
し
た
『
太
平
記
』
の
注
釈
書
や
評
判
書
を
個
別
に
検
討
す
る

の
が
、
第
四
章
「
『
太
平
記
』
の
研
究
と
受
容
の
考
察
」
と
第
五
章
「
『
太
平
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
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評
判
』
考
説
」
で
あ
る
。
そ
し
て
付
章
「
『
太
平
記
』
人
物
小
論
」
の
小
嶋
法

師
論
・
児
島
高
徳
論
と
、
翻
刻
『
楠
氏
二
先
生
全
書
』
に
よ
っ
て
、
本
書
の

『
太
平
記
』
享
受
史
論
と
研
究
史
論
が
側
面
か
ら
補
強
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う

ち
、
本
書
の
主
眼
で
あ
る
近
世
享
受
史
論
の
中
核
を
な
す
と
思
わ
れ
る
第
四
章

と
第
五
章
を
基
点
に
し
て
、
以
下
、
所
説
の
概
観
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
公
家
や
大
名
を
中
心
に
、
読
み
上
げ
や
書
写
の
形
で
享
受
さ
れ
て
き
た
『
太

平
記
』
は
、
十
六
世
紀
後
半
の
戦
国
武
家
の
問
で
の
伝
本
書
写
の
流
行
と
、
古

活
字
版
の
刊
行
に
よ
っ
て
大
普
及
時
代
を
迎
え
る
。
読
解
・
鑑
賞
の
た
め
の
本

格
的
な
注
釈
書
も
編
ま
れ
た
。
『
太
平
記
賢
愚
抄
』
や
『
太
平
記
紗
』
で
あ
る
。

特
に
『
太
平
記
抄
』
は
質
量
と
も
に
『
太
平
記
賢
愚
抄
』
を
凌
ぎ
、
『
太
平
記
』

の
叙
述
内
容
に
踏
み
込
ん
だ
注
解
と
、
典
拠
の
追
求
や
考
証
・
批
判
に
示
さ
れ

る
厳
密
な
学
問
的
態
度
に
よ
っ
て
、
中
・
近
世
の
『
太
平
記
』
研
究
史
の
ピ
ー

ク
を
な
す
（
四
章
一
節
）
。

　
ま
た
『
太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
抄
』
（
以
下
『
理
尽
抄
』
）
、
『
太
平
記
評
判
私

要
理
尽
無
極
抄
』
も
刊
行
さ
れ
た
。
両
書
は
「
太
平
記
評
判
」
と
総
称
さ
れ
、

『
太
平
記
』
が
描
く
事
件
や
人
物
に
論
評
を
加
え
た
「
評
」
と
、
『
太
平
記
』
に

は
見
え
な
い
挿
話
や
裏
話
と
い
っ
た
外
伝
を
叙
述
し
た
「
伝
」
か
ら
な
る
（
五

章
一
節
）
。
こ
の
「
太
平
記
評
判
」
は
『
太
平
記
』
と
並
ぶ
ほ
ど
の
流
布
を
み

せ
、
様
々
な
文
化
領
域
に
浸
透
し
て
い
っ
た
。
特
に
，
理
尽
抄
』
は
、
講
釈
師

に
よ
っ
て
ま
ず
武
家
層
に
、
次
い
で
町
人
も
対
象
に
し
て
講
義
読
釈
さ
れ
（
四

九
四

章
一
節
）
、
こ
の
「
理
尽
抄
講
釈
」
が
、
「
太
平
記
読
み
」
と
い
う
、
『
太
平
記
』

本
文
の
通
俗
的
講
釈
へ
と
繋
が
る
（
三
章
三
節
）
。
ま
た
そ
の
叙
述
は
、
『
太
平

記
』
と
と
も
に
、
幕
府
の
正
史
『
本
朝
通
鑑
』
の
拠
り
所
に
さ
れ
る
一
方
（
五

章
三
節
）
、
近
世
に
輩
出
す
る
軍
記
評
判
や
役
者
評
判
な
ど
の
「
評
判
記
」
の

形
式
も
用
意
し
た
（
五
章
四
節
）
。
あ
る
い
は
『
理
尽
紗
』
の
「
伝
」
に
描
か

れ
た
独
自
の
楠
木
正
成
像
や
、
そ
の
家
臣
で
、
『
太
平
記
』
に
は
登
場
し
な
い

恩
地
左
近
太
郎
・
泣
き
男
杉
本
左
兵
衛
ら
の
活
躍
が
、
『
太
平
記
』
を
題
材
に

し
た
浄
瑠
璃
や
小
説
に
影
響
を
与
え
、
「
も
う
一
つ
の
『
太
平
記
』
」
世
界
の
形

成
を
促
す
こ
と
に
な
っ
た
。
（
五
章
五
節
）
。
著
者
が
書
名
に
「
変
容
」
の
語
を

冠
す
る
の
は
、
一
」
う
し
た
享
受
の
動
向
を
ふ
ま
え
て
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

巻
末
の
翻
刻
『
楠
氏
二
先
生
全
書
』
は
、
そ
う
し
た
世
界
が
言
説
化
さ
れ
た
晴

矢
と
し
て
の
資
料
価
値
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

　
注
釈
書
の
集
大
成
と
も
い
う
べ
き
『
太
平
記
大
全
』
・
『
太
平
記
綱
目
』
も
こ

の
期
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
著
者
は
両
書
の
独
自
性
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
も

ま
た
、
出
典
や
批
評
方
法
な
ど
、
多
く
を
「
太
平
記
評
判
」
に
負
っ
て
い
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
四
章
二
節
・
三
節
）
。
両
注
釈
書
の
原
流
に
位
置

す
る
『
太
平
記
抄
』
が
、
日
蓮
宗
僧
侶
の
文
学
活
動
の
所
産
と
い
う
点
で
『
理

尽
抄
』
の
成
立
事
情
に
類
似
す
る
（
四
章
一
節
）
と
い
う
指
摘
を
勘
案
す
る
と
、

著
者
は
そ
う
し
た
注
釈
書
類
と
評
判
書
類
の
影
響
関
係
の
背
後
に
、
成
立
・
管

理
環
境
の
共
通
性
を
も
見
据
え
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
。



介紹

　
つ
ま
り
、
第
四
章
・
第
五
章
の
各
論
は
、
丹
念
な
本
文
検
証
と
外
部
資
料
を

駆
使
し
た
実
証
に
よ
っ
て
個
別
の
課
題
を
追
究
す
る
と
同
時
に
、
「
太
平
記
評

判
」
の
近
世
享
受
史
上
で
の
位
置
付
け
を
試
み
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
も

い
え
る
だ
ろ
う
。
荒
唐
無
稽
と
し
て
退
け
ら
れ
て
き
た
『
理
尽
妙
』
の
「
名
義

井
由
来
」
の
作
者
説
に
も
そ
れ
な
り
の
根
拠
と
合
理
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、

『
太
平
記
』
享
受
史
上
に
お
け
る
『
理
尽
抄
』
の
位
置
付
け
を
見
直
す
必
要
が

あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
第
五
章
第
一
節
・
二
節
に
は
、
著
者
の
そ
う
し
た
問
題

意
識
が
端
的
に
表
明
さ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
著
者
は
、
以
上
の
よ
う
な
享
受
史
研
究
の
目
的
を
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

　
　
『
太
平
記
』
に
つ
い
て
、
そ
の
広
大
な
流
布
と
影
響
の
流
れ
を
、
多
面
的

　
か
つ
実
証
的
に
検
証
し
、
そ
の
流
域
の
実
態
や
変
遷
を
解
明
し
て
、
そ
こ
か

　
ら
源
流
に
遡
行
し
、
そ
こ
か
ら
の
眺
望
を
新
た
な
視
点
と
し
て
中
世
軍
記
物

　
語
と
し
て
の
『
太
平
記
』
の
文
学
的
特
質
や
文
学
史
的
位
置
を
み
き
わ
め
て

　
み
た
い
（
「
ま
え
が
き
」
）

『
太
平
記
』
享
受
の
諸
相
を
検
証
す
る
こ
と
は
ま
た
、
『
太
平
記
』
自
身
が
胚
胎

し
て
い
る
多
様
な
作
晶
性
を
探
り
出
す
営
み
で
も
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

史
書
・
政
道
書
・
兵
法
書
と
し
て
受
容
さ
れ
る
一
方
、
講
釈
と
い
う
舌
耕
芸
を

通
じ
て
文
学
と
し
て
も
人
口
に
膳
爽
し
て
い
く
と
い
う
、
著
者
の
説
く
『
太
平

記
』
享
受
史
の
あ
り
よ
う
が
、

　
　
編
年
的
な
年
代
記
記
述
と
、
批
評
的
記
述
と
を
骨
格
と
し
な
が
ら
、
そ
れ

　
ら
を
緊
密
に
っ
な
ぎ
合
　
わ
せ
、
ス
ト
ー
リ
ｉ
を
構
成
す
る
も
の
と
し
て
、

　
物
語
的
な
も
の
を
全
編
に
は
り
め
ぐ
ら
せ
て
い
る

と
い
う
観
点
を
基
調
に
展
開
さ
れ
る
、
『
太
平
記
』
論
（
一
章
二
節
）
を
説
得

力
あ
る
も
の
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
『
太
平
記
』
そ
れ
自
身
が

既
に
「
南
北
朝
内
乱
に
つ
い
て
の
、
一
種
の
評
論
書
・
評
判
書
」
で
あ
り
、

「
軍
記
評
論
」
で
あ
る
と
い
う
規
定
（
一
章
二
節
）
も
、
享
受
史
研
究
の
成
果

を
踏
ま
え
て
こ
そ
の
見
解
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
本
書
の
『
太
平
記
』
享
受
史
を
め
ぐ
る
諸
論
考
は
決
し
て
個

別
論
と
し
て
狭
く
完
結
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
著
者
の
『
太
平
記
』
観
と
響

き
合
う
論
述
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
多
様
な
諸
本
群
を
擁
す
る
故
に
、

と
も
す
れ
ば
個
別
的
課
題
の
追
究
に
追
わ
れ
が
ち
な
『
平
家
物
語
』
研
究
に
と

っ
て
も
、
示
唆
に
富
む
著
作
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
（
翰
林
書
房
刊
、
平
成
九
年
二
月
二
四
日
発
行
／
Ａ
５
判
／
四
八
六
頁
／
一

五
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
谷
村
　
茂
）

九
五
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真
銅
正
宏
著

　
『
永
井
荷
風
・
音
楽
の
流
れ
る
空
問
』

　
芸
術
家
が
そ
の
作
品
を
創
作
す
る
際
に
、
他
分
野
の
芸
術
の
影
響
を
受
け
る

場
合
が
多
々
あ
る
。
文
学
に
お
い
て
も
作
者
の
享
受
し
た
、
或
い
は
研
究
し
た

絵
画
や
音
楽
な
ど
の
他
分
野
の
影
響
が
、
題
材
や
技
法
に
表
れ
て
い
る
例
が
見

ら
れ
る
。
こ
の
書
は
そ
の
よ
う
に
他
芸
術
、
特
に
音
楽
に
か
か
わ
っ
た
作
家
の

一
人
で
あ
る
永
井
荷
風
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
荷
風
が
誕
生
し
た
明
治
と
い
う
時
代
は
、
政
治
面
だ
け
で
は
な
く
文
化
面
に

お
い
て
も
大
き
な
変
革
が
起
こ
っ
た
時
期
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

政
府
自
ら
の
欧
化
政
策
に
よ
る
西
洋
文
明
の
急
激
な
流
入
は
、
人
々
の
生
活
の

み
な
ら
ず
そ
の
精
神
に
も
一
種
の
混
乱
を
生
じ
さ
せ
た
。
そ
れ
は
長
い
鎖
国
時

代
に
独
自
の
形
と
し
て
培
わ
れ
た
旧
来
の
東
洋
文
化
と
対
立
す
る
こ
と
に
よ
り
、

生
じ
る
場
合
が
多
か
っ
た
。

　
ま
た
、
文
明
の
開
発
は
、
都
市
と
地
方
に
大
き
な
差
異
を
作
り
上
げ
た
。
こ

れ
も
、
人
々
に
混
乱
を
生
じ
さ
せ
た
要
因
の
一
つ
と
い
え
る
。
そ
の
よ
う
な
時

代
を
目
の
当
た
り
に
し
た
荷
風
も
、
他
の
人
々
同
様
文
明
の
は
ざ
ま
に
立
っ
て
、

内
面
的
な
混
乱
を
体
験
し
た
一
人
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
本
書
は
音
楽
と
の
関

九
六

わ
り
か
ら
、
荷
風
の
「
西
洋
と
明
治
日
本
」
、
お
よ
び
「
江
戸
」
と
い
う
「
場

所
」
の
中
か
ら
自
己
の
位
置
を
模
索
す
る
様
を
見
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。

　
中
で
も
「
邦
楽
」
と
「
洋
楽
」
の
対
立
が
、
大
き
な
テ
ー
マ
の
一
っ
と
し
て

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
我
が
国
の
旧
来
か
ら
あ
る
音
楽
と
い
え
ば
、
雅
楽
な
ど
が

そ
の
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
雅
楽
は
古
来
か
ら
貴
人
の
音
楽
と
し
て
、

伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
庶
民
が
親
し
ん
だ
の
は
江
戸
期
に
発

達
し
た
長
唄
や
常
磐
津
・
小
唄
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
一
纏
め
に

し
て
「
邦
楽
」
と
い
う
。
こ
の
「
邦
楽
」
と
い
う
名
は
、
西
洋
音
楽
つ
ま
り

「
洋
楽
」
と
区
別
す
る
た
め
に
作
ら
れ
、
そ
の
概
念
も
「
洋
楽
」
と
対
立
す
る

も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
雑
多
な
ジ
ャ
ン
ル
の
融
合
体
と
も
い
え
る
「
邦
楽
」
を
と
ら
え

て
－
」
う
と
す
る
の
は
、
か
な
り
困
難
な
問
題
が
伴
う
。
ま
ず
、
そ
の
範
曉
に

存
す
る
各
ジ
ャ
ン
ル
は
完
全
に
独
立
し
て
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
ど
こ
か
で

っ
な
が
り
を
持
ち
っ
っ
並
立
す
る
と
い
え
る
。
こ
の
っ
な
が
り
が
非
常
に
あ
い

ま
い
で
あ
る
た
め
、
よ
り
「
邦
楽
」
が
と
ら
え
が
た
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
元
来
そ
の
伝
承
の
際
に
は
、
現
在
使
用
さ
れ
る
楽
譜
の
よ
う
な
も
の

が
使
わ
れ
な
か
っ
た
。
っ
ま
り
す
べ
て
耳
で
聞
き
取
っ
た
も
の
を
、
演
奏
し
伝

え
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
上
、
師
匠
か
ら
弟
子
へ
の
曲
の
伝
授
に
お
い
て

は
、
明
確
で
詳
細
な
技
法
指
導
な
ど
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
伝
承
さ
れ

て
い
く
う
ち
に
変
化
が
生
じ
、
同
じ
曲
で
も
部
分
的
に
違
う
フ
レ
ー
ズ
を
持
っ
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た
も
の
や
、
違
う
歌
詞
を
持
っ
た
も
の
が
存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
ま

た
奏
法
も
流
派
に
よ
っ
て
、
違
う
も
の
が
生
ま
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
差
異

は
、
現
在
で
も
残
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
「
邦
楽
」
は
不
統
一
性
、
つ
ま
り
あ
い
ま
い
さ
を
多
分

に
含
む
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
の
研
究
に
困
難
が
伴
う
と
い
っ
て
よ
い
の
で
あ

る
。
現
在
、
音
楽
専
門
家
に
よ
る
こ
の
分
野
の
研
究
も
な
さ
れ
て
い
る
が
、

「
洋
楽
」
に
比
べ
る
と
ま
だ
ま
だ
未
開
発
な
面
が
多
い
。
実
際
、
邦
楽
演
奏
に

携
わ
っ
て
い
る
者
で
さ
え
、
そ
の
特
性
や
本
質
の
理
解
が
不
十
分
で
あ
る
場
合

が
多
々
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
邦
楽
を
文
学
と
い
う
分
野
と
か
ら
め
て
研
究
し
て
い

く
と
い
う
の
は
、
非
常
に
大
変
な
事
で
あ
る
と
い
え
る
。
つ
ま
り
文
学
の
中
で

の
音
楽
の
果
た
す
役
割
を
考
察
し
て
い
く
に
は
、
単
に
理
論
的
な
知
識
だ
け
で

な
く
、
実
際
に
多
く
の
曲
を
耳
に
し
、
そ
の
演
奏
技
法
を
目
に
す
る
必
要
が
出

て
く
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
に
も
、
文
学
と
邦
楽
の
関
わ
り
に
っ
い
て
論
じ
た
も
の
が
あ
る
よ

う
だ
が
、
あ
く
ま
で
文
学
を
主
と
し
、
邦
楽
に
っ
い
て
は
、
そ
の
表
層
し
か
と

ら
え
ら
れ
て
い
な
い
も
の
が
多
い
よ
う
に
感
じ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
こ
の
書

で
は
文
学
よ
り
む
し
ろ
音
楽
の
方
に
焦
点
を
あ
て
た
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

実
際
に
楽
器
を
手
に
し
演
奏
に
取
り
組
ん
だ
荷
風
と
音
楽
の
か
か
わ
り
を
検
討

し
て
い
く
に
は
、
か
な
り
の
専
門
知
識
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る

が
、
そ
れ
を
丁
寧
に
分
析
し
て
い
る
こ
と
が
他
の
書
に
比
し
て
優
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　
荷
風
は
単
に
音
楽
を
聞
い
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
楽
器
を
持
ち
、
演

奏
し
て
い
た
事
は
先
に
も
述
べ
た
。
そ
う
す
る
と
、
荷
風
を
研
究
し
て
い
く
上

で
、
音
楽
は
避
け
て
は
通
れ
な
い
問
題
だ
と
い
え
る
。
音
楽
、
特
に
「
邦
楽
」
．

は
非
常
に
と
ら
え
が
た
い
問
題
を
孕
ん
で
い
る
た
め
、
そ
の
研
究
が
と
か
く
避

け
ら
れ
や
す
い
。
そ
れ
を
真
っ
正
面
か
ら
と
ら
え
て
い
る
点
で
、
こ
の
書
は
内

容
的
に
も
充
実
し
、
か
な
り
読
み
応
え
の
あ
る
も
の
だ
と
い
え
る
。

　
（
世
界
思
想
社
刊
、
平
成
九
年
三
月
三
十
一
日
発
行
／
Ｂ
６
判
／
二
三
八
頁

／
二
五
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
中
利
佳
）

明
川
忠
夫
・
星
田
公
一
・
柳
田
洋
一
郎
共
著

　
『
秋
山
郷
の
民
俗
－
爺
さ
・
婆
さ
の
ム
カ
シ
ー
』

　
信
越
の
国
境
に
跨
が
り
、
や
が
て
信
濃
川
に
注
ぐ
中
津
川
流
域
に
点
在
す
る

集
落
が
秋
山
郷
で
あ
る
。
江
戸
末
期
、
文
政
年
聞
に
『
北
越
雪
譜
』
で
知
ら
れ

る
信
濃
の
文
人
鈴
木
牧
之
が
著
し
た
『
秋
山
記
行
』
に
よ
っ
て
、
こ
の
幽
遠
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
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地
は
広
く
人
々
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
か
っ
て
集
落
は
十
五
を
数
え
た
が
、

飢
鰻
で
三
つ
が
滅
び
、
一
っ
は
廃
村
と
な
っ
て
、
現
在
は
十
一
の
集
落
が
深
い

渓
谷
を
覗
き
込
む
よ
う
に
し
て
あ
る
。
一
帯
は
有
数
の
豪
雪
地
帯
で
あ
る
。
冬

は
厳
し
く
外
界
と
の
交
渉
を
遮
断
す
る
。
の
み
な
ら
ず
通
常
に
お
い
て
さ
え
里

と
の
心
理
的
物
理
的
距
離
が
甚
だ
大
き
い
。
そ
ん
な
条
件
が
「
寵
も
り
の
里
」

秋
山
を
形
成
し
て
き
た
。
そ
こ
は
豊
か
な
伝
承
の
庫
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
過
疎

化
と
そ
れ
に
伴
う
観
光
化
の
波
は
こ
の
秋
山
を
も
例
外
と
し
な
い
。
秋
山
の
生

活
は
大
き
く
変
貌
し
、
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
承
も
多
く
消
滅
し
っ
っ

あ
る
。
本
書
は
、
そ
う
し
た
秋
山
の
生
活
と
伝
承
を
老
人
た
ち
の
記
憶
の
中
か

ら
掬
い
あ
げ
、
記
録
と
し
て
留
め
、
民
俗
社
会
・
伝
承
世
界
の
生
き
生
き
と
し

た
姿
を
テ
キ
ス
ト
化
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。

　
本
書
の
出
発
点
と
な
っ
た
秋
山
郷
の
調
査
は
、
昭
和
五
十
四
年
、
廣
川
勝
美

先
生
が
主
宰
す
る
「
同
志
社
大
学
伝
承
と
文
芸
・
つ
ち
く
れ
の
会
」
の
共
同
研

究
の
一
環
と
し
て
始
ま
り
、
足
掛
け
三
年
に
わ
た
っ
た
。
そ
の
後
の
中
断
を
挾

ん
で
、
明
川
・
星
田
・
柳
田
の
三
氏
が
、
再
び
平
成
六
年
か
ら
調
査
を
開
始
し
、

そ
れ
ら
の
成
果
が
こ
の
出
版
と
し
て
結
実
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　
本
書
は
、
「
爺
さ
・
婆
さ
の
ム
カ
シ
」
と
い
う
副
題
が
示
す
よ
う
に
、
秋
山

郷
で
の
聞
き
書
き
が
そ
の
べ
ー
ス
で
あ
り
、
実
に
多
種
多
様
な
「
ム
カ
シ
」
話

を
収
録
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
が
項
目
ご
と
に
整
理
さ
れ
、
小
テ
ー
マ
の

も
と
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

九
八

　
第
一
章
秋
山
は
ど
こ
か
ー
「
信
濃
と
越
後
の
国
境
に
秋
山
と
い
ふ
処
あ
り

　
　
　
　
　
１
」

　
第
二
章
　
秋
山
の
日
常
生
活
　
生
活
の
基
本
は
飢
饅
の
記
憶

　
第
三
章
　
冬
の
生
活
－
冬
越
す
の
は
命
が
け

　
第
四
章
　
江
戸
逃
げ
・
東
京
行
き
ー
江
戸
逃
げ
は
お
も
し
ろ
い
１

　
第
五
章
　
食
べ
物
と
結
婚
す
る
よ
う
な
も
の

　
第
六
章
　
秋
山
の
信
仰

　
第
七
章
　
落
人
の
里

　
第
八
章
　
飢
饅
の
記
憶

　
第
九
章
　
動
物
と
妖
怪

　
こ
の
う
ち
第
一
－
第
五
章
は
星
田
氏
が
、
第
七
－
第
九
章
は
柳
田
氏
が
担
当

し
、
明
川
氏
は
第
六
章
と
論
考
「
如
来
さ
ま
・
黒
駒
太
子
」
を
担
当
し
て
い
る
。

勿
論
本
書
は
、
単
な
る
聞
き
書
き
集
に
止
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
適
宜
、

項
目
ご
と
に
、
補
足
を
施
し
考
察
を
加
え
る
と
い
う
立
体
的
な
組
み
立
て
に
な

っ
て
い
る
点
が
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。

　
秋
山
は
落
人
の
村
、
焼
畑
の
村
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
秋
山

が
里
か
ら
遠
く
隔
た
っ
た
「
山
方
」
の
村
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
落

人
は
よ
り
遠
く
里
か
ら
遠
ざ
か
ら
な
け
れ
ば
生
き
な
が
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
焼
畑
は
稲
作
を
許
容
し
な
い
奥
深
い
山
間
の
傾
斜
地
に
営
ま
れ
る
生
業
に

他
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
秋
山
の
生
活
と
伝
承
は
、
平
地
の
稲
作
民
俗
社
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会
と
は
、
大
い
に
性
格
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
聞
き
書
き
は
、
そ

う
し
た
貴
重
な
「
山
方
」
の
記
録
な
の
で
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
秋
山
で
は
山
は
平
地
か
ら
仰
ぎ
見
る
存
在
で
は
な
い
。
自
分
た

ち
の
生
活
空
間
に
直
接
に
繁
が
っ
た
、
と
い
う
よ
り
山
そ
の
も
の
が
生
活
空
間

な
の
で
あ
る
。
山
は
怪
異
に
満
ち
て
い
る
。
だ
か
ら
、
一
歩
家
を
出
れ
ば
、
神

か
く
し
に
出
会
う
か
も
し
れ
な
い
。
山
は
霊
威
の
籠
も
る
場
所
で
あ
る
。
だ
か

ら
、
す
ぐ
近
く
に
神
の
宿
る
木
が
茂
っ
て
い
る
。
子
供
が
生
ま
れ
る
と
健
康
な

成
長
を
祈
っ
て
二
本
の
杉
を
植
え
る
。
病
気
に
な
っ
た
ら
ま
た
植
え
る
。
死
者

は
傾
斜
地
の
畑
に
埋
め
る
。
す
な
わ
ち
生
も
死
も
怪
異
も
山
と
と
も
に
あ
る
。

こ
れ
が
秋
山
の
生
活
で
あ
る
。

　
興
味
あ
る
伝
承
は
尽
き
な
い
。
秋
山
を
訪
れ
る
座
頭
・
腎
女
・
六
部
・
薬
売

り
・
マ
タ
ギ
な
ど
の
芸
能
者
・
宗
教
者
・
行
商
人
・
狩
猟
者
に
ま
っ
わ
る
も
の
。

六
部
殺
し
の
伝
説
が
あ
り
、
マ
タ
ギ
が
所
持
し
た
「
山
立
根
本
巻
」
が
残
る
。

宗
教
者
と
い
え
ば
秋
山
に
土
着
し
、
黒
駒
太
子
の
信
仰
を
根
付
か
せ
た
家
系
が

今
も
伝
わ
る
。
明
川
氏
の
論
考
は
そ
の
歴
史
的
経
緯
を
民
俗
宗
教
史
的
に
あ
と

づ
け
る
も
の
。
そ
の
他
飢
饅
、
狩
猟
、
妖
怪
、
落
人
な
ど
、
与
え
ら
れ
た
紙
幅

で
そ
れ
ら
を
網
羅
し
て
紹
介
す
る
こ
と
は
到
底
で
き
な
い
が
、
本
書
の
巻
末
を

飾
る
の
が
、
地
元
津
南
町
で
長
年
秋
山
の
調
査
に
取
り
組
み
、
明
川
氏
ら
の
調

査
に
も
協
力
さ
れ
た
滝
沢
秀
一
氏
の
特
別
寄
稿
「
秋
山
の
古
風
」
で
あ
る
。
こ

う
し
た
地
元
の
お
力
添
え
も
あ
っ
て
、
本
書
は
早
く
も
近
々
版
を
重
ね
る
と
聞

く
。
そ
の
意
味
で
本
書
は
、
研
究
者
と
伝
承
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
方
々
と
の
共

同
の
仕
事
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
（
初
芝
文
庫
刊
、
平
成
九
年
九
月
一

五
〇
〇
円
）

一
十
日
発
行
／
Ｂ
６
判
／
三
六
三
頁
／
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
谷
口
廣
之
）

九
九
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